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遺
言
と
遺
留
分
の
関
係 

事
例
か
ら
学
ぶ
遺
言
書 

 
 

 

（そ
の
２
） 

  

Ａ
さ
ん
は
、
妻
に
先
立
た
れ
、

長
女
は
遠
方
に
嫁
い
だ
た
め
、

同
居
し
て
い
る
長
男
に
財
産

全
部
を
遺
し
た
い
と
考
え
、

次
の
よ
う
な
遺
言
書
を
作
成

し
ま
し
た
。 

 

「
遺
言
者
の
遺
産
を
全
て

長
男
に
相
続
さ
せ
る
。
」 

 

Ａ
さ
ん
の
死
後
、
長
男
が
遺

産
を
相
続
し
ま
し
た
。 

 

長
女
は
納
得
が
い
か
ず
、

家
裁
に
遺
留
分
減
殺
の
調
停

の
申
立
を
し
ま
し
た
。 

  

「
遺
留
分
」
は
相
続
人
（
兄

弟
姉
妹
を
除
く
）に
保
証
さ 

        

れ
た
権
利
で
、
遺
言
で
排
除

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 

事
例
の
場
合
は
、
長
女
に

は
遺
産
の
総
額
の
四
分
の
一

に
あ
た
る
「
遺
留
分
」
が
あ
り
、

遺
言
に
よ
り
遺
留
分
が
侵
害

さ
れ
た
場
合
、
取
り
戻
す
こ

と
が
で
き
ま
す
（
生
前
さ
れ

た
贈
与
も
遺
留
分
の
対
象
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）
。 

 

遺
産
と
し
て
「
自
宅
の
土
地

建
物
一
千
五
百
万
円
と
預

金
五
百
万
円
」
が
あ
っ
た
場

合
、
長
男
は
、
土
地
建
物
を

自
己
の
物
と
す
る
な
ら
、
長

女
に
五
百
万
円
を
支
払
わ
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

 

最
初
か
ら
遺
言
で
「
土
地

建
物
を
長
男
に
、
預
金
を
長

女
に
相
続
さ
せ
る
」
と
書
い
て

お
け
ば
、
事
例
の
場
合
は
遺

留
分
の
問
題
に
は
な
ら
な
い

の
で
す
が
、
現
実
は
そ
う
上

手
く
い
き
ま
せ
ん
。 

 

そ
こ
で
「
付
言
」
が
重
要
に

な
り
ま
す
。 

 

「
付
言
」
は
、
遺
言
者
の
考

え
や
遺
族
に
遺
す
気
持
ち
を

表
す
部
分
の
こ
と
で
す
。 

 

遺
言
書
は
、
家
族
に
遺
す

最
後
の
手
紙
と
な
り
ま
す
。 

 

そ
こ
に
気
持
ち
の
こ
も
っ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
れ
ば
、
遺
言

の
内
容
に
不
公
平
が
あ
っ
た

と
し
て
も
、
遺
族
も
あ
る
程

度
は
納
得
さ
れ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。 

 

ち
ょ
っ
と
ひ
と
息 

  

兵
庫
県
で
も
紅
茶
用
の
茶

葉
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
っ
て
ご

存
知
で
す
か
？ 

 
「
箸
荷
（
は
せ
が
い
）
紅
茶
」

と
い
っ
て
、
多
可
町
で
栽
培
さ

れ
、
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

多
可
町
に
あ
る
「ボ
リ
ジ
」
っ

て
い
う
カ
フ
ェ
で
も
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
す
よ
。 

    
他
人
事
で
は
な
い
‼ 

身
近
に
な
って
き
た
開
発

許
可
案
件 

  

姫
路
市
で
は
、
建
築
物
な

ど
の
建
設
を
目
的
と
し
て
、

市
街
化
区
域
に
お
い
て
、
五

百
㎡
以
上
の
土
地
で
五
十
㎝

以
上
の
盛
土
、
切
土
を
伴
う

開
発
行
為
を
す
る
場
合
に
は
、

原
則
「
開
発
許
可
」
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
（
平
成

二
四
年
四
月
改
正
）
。 

 

元
々
宅
地
で
な
い
土
地
で

あ
れ
ば
、
盛
土
、
切
土
に
関

係
な
く
五
百
㎡
以
上
で
対

象
と
な
り
ま
す
。 

 

姫
路
市
以
外
で
も
、
三
大

都
市
圏
や
条
例
・
規
則
で
決

め
ら
れ
た
地
域
（
概
ね
都
市

圏
）に
つ
い
て
は
同
様
で
す
。 

 

「開
発
」
と
い
え
ば
、
大
規
模

な
分
譲
住
宅
地
開
発
や
、
マ

ン
シ
ョ
ン
、
商
業
施
設
の
建
設

を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
す
が
、
五

百
㎡
っ
て
、
「
坪
」
に
換
算
す

れ
ば
百
五
十
坪
強
な
の
で
、

ち
ょ
っ
と
し
た
田
畑
や
駐
車

場
を
造
成
し
よ
う
と
す
れ
ば
、

対
象
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

 
例
え
ば
、
空
き
地
の
活
用
で
、

駐
車
場
の
あ
る
賃
貸
ア
パ
ー

ト
や
コ
ン
ビ
ニ
を
建
築
す
る
際

な
ど
は
、
高
い
確
率
で
開
発

許
可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

 

無
許
可
で
開
発
行
為
を
し

た
場
合
に
は
、
罰
則
も
あ
り

ま
す
。 

 

高
橋
大
治
郎
事
務
所
で
は
、

関
連
会
社
の
ラ
ン
ド
サ
ッ
ト

測
量
株
式
会
社
と
と
も
に
、

約
三
十
年
に
渡
り
、
開
発
許

可
申
請
手
続
に
携
わ
っ
て
い

ま
す
。 

 

最
近
で
は
、
姫
路
市
大
津

区
の
「
リ
ビ
オ
姫
路
大
津
ブ

ル
ー
ム
ガ
ー
デ
ン
の
ぞ
み
野
」

の
開
発
許
可
申
請
手
続
を
担

当
し
、
街
づ
く
り
の
お
手
伝

い
を
し
て
お
り
ま
す
。 

            

まま
めめ
まま
めめ
通通
信信  

二
〇
一
二
年
一
二
月 

第
二
号 

  

司
法
書
士
高
橋
大
治
郎
事
務
所
か
ら
、
耳
寄
り
な 

情
報
を
発
信
い
た
し
ま
す
。 

ま
め
ま
メ
モ 
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生
命
保
険
で
節
税 

生
命
保
険
金
は
遺
産
で

は
な
い
け
れ
ど
… 

  

現
金
、
預
金
と
い
っ
た
財
産

が
多
い
場
合
は
、
相
続
対
策

と
し
て
、
貯
蓄
型
の
生
命
保

険
を
活
用
す
る
の
も
一
つ
の

方
法
で
す
。 

 

生
命
保
険
の
利
回
り
は
、

金
融
商
品
と
し
て
魅
力
に
か

け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

相
続
対
策
と
し
て
み
れ
ば
、

結
構
使
え
ま
す
（
但
し
加
入

年
齢
に
制
限
が
あ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
）
。 

 

保
険
金
は
遺
産
で
は
な
く
、

受
取
人
の
固
有
の
権
利
で
あ

る
の
で
、
遺
留
分
の
対
象
と

は
な
り
ま
せ
ん
。 

 

ま
た
、
相
続
税
の
対
象
と
は

な
り
ま
す
が
、
非
課
税
枠

（
五
百
万
円
×
法
定
相
続
人

の
数
）が
あ
り
ま
す
。 

 

遺
産
で
も
め
る
の
を
防
ぐ

方
法
に
も
使
え
て
、
節
税
に

も
な
る
な
ん
て
、
何
て
便
利

な
ん
で
し
ょ
う
！
（
喜
） 

 

但
し
、
生
命
保
険
金
は
、

遺
産
分
割
の
際
に
、
「
特
別

受
益
」
と
し
て
扱
わ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
（判
例
）
。 

 

保
険
金
を
た
く
さ
ん
受
け

取
っ
て
も
、
遺
産
分
割
の
と
き

に
削
ら
れ
る
ん
じ
ゃ
、
意
味

な
い
で
し
ょ
？
（
泣
） 

 

で
も
、
遺
言
と
併
用
す
れ

ば
、
そ
の
よ
う
な
問
題
も
ク

リ
ア
さ
れ
ま
す
。 

 

遺
言
を
書
か
れ
る
場
合
は
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
も
頭
に
い
れ

て
お
い
て
く
だ
さ
い
ま
せ
。 

            

毎
月
第
３
土
曜
日
、
当
事
務

所
に
お
い
て
、
「
相
続
・
遺
言

休
日
相
談
会
」
を
開
催
し
て

お
り
ま
す
（参
加
費
不
要
）
。 

 

時
間
は
、
午
前
十
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で
で
す
。 

 

な
お
、
当
日
以
外
で
も
随

時
、
ご
相
談
受
付
中
で
す
。 

     

角
谷
さ
ん
が
昼
休
み
に 

 

お
や
つ
を
買
っ
て
き
て 

  

角
谷
さ
ん
（
女
性
）
は
お
や

つ
が
好
き
な
よ
う
で
、
お
昼
に

よ
く
コ
ン
ビ
ニ
で
買
っ
て
、
皆
に

配
っ
て
く
れ
ま
す
。 

 

う
れ
し
い
ん
で
す
が
、
ダ
イ

エ
ッ
ト
中
の
白
澤
さ
ん
（
男

性
）
は
ち
ょ
っ
と
困
っ
て
ま
す
。 

 

事
務
所
で
は
３
時
に
も
お

や
つ
が
出
る
の
で
、
ダ
イ
エ
ッ

ト
に
な
ら
な
い
よ
う
で
す
。 

 

祖
父
母
と
一
緒
に 

 
田
舎
で
稚
児
行
列 

  

去
る
十
一
月
十
八
日
（
日
）
、

市
川
町
に
あ
る
宝
樹
寺
と
い

う
お
寺
で
、
稚
児
行
列
が
あ

り
、
編
集
長
の
長
女
（
一
歳
）

も
参
加
し
て
き
ま
し
た
。 

 

寺
の
住
職
の
「
晋
山
式
（
寺

に
新
た
な
住
職
が
就
任
す
る

際
の
儀
式
）
」
を
祝
い
、
檀
家

や
関
係
者
の
子
供
や
孫
八
十 

 

人
程
が
稚
児
装
束
で
着
飾
っ

て
、
練
り
歩
く
も
の
で
す
。 

 

前
日
か
ら
両
親
含
め
、
家

族
五
人
で
田
舎
の
家
に
泊
り
、

当
日
は
朝
七
時
現
地
集
合

と
、
長
女
に
は
、
な
か
な
か
大

変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

慣
れ
な
い
衣
装
で
、
大
勢
の

人
に
も
ビ
ッ
ク
リ
し
た
み
た
い

で
、
だ
っ
こ
し
て
い
て
も
、
緊

張
か
ら
か
、
表
情
は
ず
っ
と
硬

い
ま
ま
で
し
た
。 

 

で
も
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
泊
ま
る

の
は
楽
し
か
っ
た
よ
う
で
、
前

夜
は
遅
い
時
間
ま
で
大
は
し

ゃ
ぎ
で
し
た
。 

 

す
ぐ
に
忘
れ
て
し
ま
う
だ

ろ
う
け
ど
、
写
真
も
い
っ
ぱ
い

撮
れ
た
の
で
、
良
い
記
念
に
な

り
ま
し
た
。 

（編
集
長 

高
橋
克
彰
） 

        

       

コ

ム

ラ

高橋大治郎事務所 
司法書士・行政書士・土地家屋調査士   WEB なら、「姫路 相続」で検索。 

フリーダイヤル そうぞく・いごん 

    0120-339-150 

お電話でのご相談は、こちら… 

お電話お待ちしております。 

こんなお悩みありませんか？ 
◆トラブル防止に遺言を書きたい。 

◆不動産の名義変更をしたい。 

◆借金があり、相続放棄をしたい。 

◆生前贈与の相談をしたい。 

等々、何でも気軽にご相談ください。

所在：姫路市東延末三丁目１８番地 
JR 姫路駅から徒歩８分。駐車場有。 

兵庫・姫路 相続遺言相談室 

相
談
会
情
報 


